
「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 式の計算 

□ 本時の目標  連続する２つの奇数の和について成り立つ性質を，文字を用いた式を使って一般的に説明

することが必要であることを理解するとともに，その方法について考えることができる。 

□ 学習の流れ（10 時間目／全 13 時間）※文字を用いた式を使った説明の１／２時間目 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 既習事項を確認する。 

 

 

２ 成り立つ性質を予想する。 

 

 

   

 

３ 説明の方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ４の倍数になる理由を文字

式や図を使って考える。 

 

５ 考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 文字を用いた式を使った説

明の方法と意味を確認する。 

 

 

７ 本時の活動を振り返る。 

８ 家庭学習を確認する。 

・偶数，奇数，倍数，連続する二つの奇数などについて，

文字を用いた式の表し方を確認する。視覚的にイメージ

しやすくするために，図も用いて確認する。 

・連続した二つの奇数の和について成り立つ性質を予想さ

せ，他の場合についても，「予想した性質が成り立つかど

うか」と問うことで，考えをゆさぶる。 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な数や図だけを使っても，４の倍数になることを

確かめることはできるが，一般的な説明にはならないこ

とから，文字を用いた式を使った説明の必要性に気付か

せる。 

・連続する二つの奇数が2n+1，2n+3と表されることを確認

する。 

・各自で４の倍数になる理由を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

・4n＋4が４の倍数になる理由を，文字式と図を関連付けて

確認し，文字を用いた式を使った形式的な説明の方法を

理解させる。 

・本時は，文字を用いた式を使った説明の導入なので，説

明の方法を理解することに重点を置く。次時では，本時

の説明を基に，自分で文字を用いた式を活用することが

できるようにする。 

・本時のねらいに即して自己評価を行わせる。 

・本時の内容に関する課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文字式や図を用い

て表現したり，そ

の意味を読み取っ

たりして，命題が

成り立つことを説

明することができ

る。 

〔数学的な見方や

考え方〕 

（ノート，行動観

察） 

 

・文字を用いた式を

使った説明の必要

性と意味を理解し

ている。 

〔数量や図形につ

いての知識・理

解〕 

（行動観察，発言，

自己評価表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 最初に結論や解決方法を提示するのではなく， 

生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考をををを促促促促しししし，，，，判断判断判断判断させるようなさせるようなさせるようなさせるような問題提示問題提示問題提示問題提示のののの仕方仕方仕方仕方をををを工夫工夫工夫工夫しましょう。    

■ 問題の数値を工夫することで，結論を導くためには一般的な説明が必要で    

あることに気付かせ，文字文字文字文字をををを用用用用いいいいたたたた式式式式をををを使使使使ったったったった説明説明説明説明のののの意味意味意味意味を理解させましょう。 

 

 

■ まず，連続した二つの奇数の和が（2n+1)＋(2n＋3)と表せる 

ことを確認し，なぜ，４の倍数になるのか，文字式や図を使っ 

て各自各自各自各自のののの考考考考ええええをををを説明説明説明説明させましょう。 

■ そして，「4n＋4が４の倍数になる理由」を，互いの説明を基 

に，文字式文字式文字式文字式とととと図図図図をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考えさせえさせえさせえさせ，，，，説明説明説明説明しししし合合合合わせわせわせわせましょう。 

互いの説明を関連付けて再思考させる 

ことで，生徒は，図をイメージしながら 

自分の考えを整理することができ，徐々 

に根拠を明らかにし筋道立てて考え，自 

分のことばで説明できるようになってき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 聞く側の生徒には，自分自分自分自分のののの考考考考えとえとえとえと比較比較比較比較しながら聞 

かせ，４の倍数になる理由が納得できたかというこ    

とを振振振振りりりり返返返返らせらせらせらせましょう。聞く視点も明確になり，  

話す側，聞く側の相互の学習内容の理解が深まります。 

    生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考・・・・判断判断判断判断をををを促促促促すすすす問題提示問題提示問題提示問題提示のののの工夫工夫工夫工夫ををををするするするする    

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

    文字式文字式文字式文字式とととと図図図図をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考えさせえさせえさせえさせ，，，，説明説明説明説明しししし合合合合わせるわせるわせるわせる    

連続した２つの奇数の和が４の倍数になることを説明しよう。 

生徒Ａ「たくさん計算して，確かめます。」 

生徒Ｂ「文字式を使って説明すればいいと思います。」 

生徒Ｃ「図を使って説明します。」 

生徒Ａに対して…「たくさん計算しても，全ての場合を確かめることにならないと思います。」 

生徒Ｃに対して…「図だけで,全ての場合を説明することができますか。」    

「連続した２つの

奇数の和が４の

倍数になること

を説明しよう。」 

Ｔ「これらに共通する性質は？」 

Ｓ「８の倍数だと思います。」 

Ｔ「本当にそう言える？ 他の場合も言えるかな？」 

・８の倍数です。 

・４の倍数かも…。 

生徒Ｂに対して…「これなら全ての場合が言えそうです。でも，(2n+1)＋(2n＋3)=4n＋4となる 

ことで，どうして４の倍数と言えるのですか。」 

生徒Ｄ「Ｃ君の図と文字式を使って考えました。」 

生徒ＢとＤの考えを関連させて 

…「Ｄ君の図を見ると，4n＋4が４の倍数になることが分かりやすいです。」 

あれ？ 

５+７=12 だから

８の倍数にならな

いなぁ。 

４の倍数かも…。 

 

    

    

○ 今回の改訂では，目標に「数学的活動を通して」の文言が加えられ，数学的活動の一つに「「「「数学的数学的数学的数学的にににに説明説明説明説明しししし

伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動」」」」が示されています。この活動により，論理的に考え，表現する力をはぐくんでいきます。 

○ 学習活動２，３では，文字を用いた式を使った説明の必要性に気付かせます。学習活動５では，思考の過程

と判断の根拠を説明し合う活動を取り入れています。数の性質を式式式式やややや図図図図をををを用用用用いていていていて考考考考ええええ，，，，図図図図をををを基基基基にににに説明説明説明説明しししし合合合合わせわせわせわせ

るるるることで，自分の考えを深化させ，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし筋道立筋道立筋道立筋道立てててててててて考考考考ええええ，，，，説明説明説明説明すすすするるるることができるようになります。

また，文字を用いた式を使った説明の意味とよりよい説明の方法を理解することができます。 

新学習指導新学習指導新学習指導新学習指導要領要領要領要領ではではではでは    

数学的活動数学的活動数学的活動数学的活動のののの一一一一つとしてつとしてつとしてつとして，「，「，「，「数学的数学的数学的数学的にににに説明説明説明説明しししし伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動」」」」をををを例示例示例示例示    

「連続した２つの奇数の和について考えよう。」 

例  ３＋ ５＝ ８ 

      ７＋ ９＝16 

     11＋13＝24 

「連続した２つの奇

数の和について考

えよう。」 

例 １＋３＝ ４ 

   ３＋５＝ ８ 

   ５＋７＝12 

結論結論結論結論をををを予想予想予想予想させるさせるさせるさせる問題提示問題提示問題提示問題提示    

（容易に結論を見いだせる） 

結論結論結論結論をををを示示示示したしたしたした    

問題提示問題提示問題提示問題提示    

予想 数値の工夫 

「なぜ，４の

倍数になる

のか，図を

基に考え，

説明してみ

よう。」 

結論結論結論結論をををを予想予想予想予想するするするする際際際際にににに思考思考思考思考，，，，判断判断判断判断させるさせるさせるさせる問題提示問題提示問題提示問題提示    

私は文字式を使って考えました。 

なぜ，4の倍数になるのかと言うと 

（2n＋1）＋（2n＋3）＝4n＋4 

となり，4の倍数に 4をたすと４の 

倍数になるからです。 

生徒Ｂの説明 

Ｄ君の説明は，式と図を関連させているので，

4n＋4 と 4（n＋１）が等しいことがよく分かり

ました。 

4n＋4 だけでは４の倍数になることを最後ま

で説明したことにならないので，式を 4（n＋１）

と表さなければいけない理由も分かりました。 

生徒Ｄの説明 

に対して 

Ｄ君が説明したように， を１つ動かすと，４つずつの束が（n＋１）個になります。 

だから，（2n＋1）＋（2n＋3）は４の倍数になることが分かります。 

式でも，4n＋4＝4（n＋１）と表されるから，4が（n＋1）個あるということなので，

４の倍数になると言えます。    

文字式と図で考えました。 

4n＋4 が 4の倍数になること 

を図を使って説明します。 

               4n＋4 は図で表すと,4（n＋１） 

と表せることが分かります。 

               だから，4n＋4は 4の倍数に 

なります。 

2n＋1 

＋ 

2n＋3 … 

4

n 

… 

n＋1 

生徒Ｄの説明 

生徒Ｂと生徒Ｄの 

説明を関連付けて 

    

○○○○    文字文字文字文字をををを用用用用いたいたいたいた式式式式をををを使使使使ってってってって命題命題命題命題がががが成成成成りりりり立立立立つことをつことをつことをつことを考考考考ええええ，，，，数学的数学的数学的数学的なななな

表現表現表現表現をををを用用用用いていていていて説明説明説明説明することがすることがすることがすることができるできるできるできる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

言
語
活
動
の
充
実
 

言
語
活
動
の
充
実
 


